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平成 26 年 11 月１日（2）第　44　号 法人会ニュース　そうそう

平
成
平
成
2626
年
度
震
災
・
原
発
事
故
被
害
者
へ
の
支
援
事
業

年
度
震
災
・
原
発
事
故
被
害
者
へ
の
支
援
事
業

会
員
親
睦
交
流
会
を
福
島
・
い
わ
き
で
開
催

会
員
親
睦
交
流
会
を
福
島
・
い
わ
き
で
開
催

両会場入賞者等（敬称略）

　

震
災
当
時
は
、
法
人
会
全
域
の
会
員
・
家

族
お
よ
び
住
民
の
人
た
ち
が
、
東
電
福
島
第

一
原
発
の
事
故
に
よ
り
避
難
の
た
め
県
内
は

じ
め
国
内
各
地
に
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
。

　

半
月
ほ
ど
で
相
馬
・
新
地
支
部
の
方
た
ち

は
戻
り
始
め
、
半
年
過
ぎ
に
は
原
町
・
鹿
島

支
部
の
方
た
ち
が
戻
っ
た
。
平
成
24
年
５
月

に
相
馬
市
で
総
会
を
開
催
し
、
以
降
講
演
会

や
総
会
を
原
町
区
や
相
馬
市
で
交
互
に
開
催

し
て
き
た
。

　

事
業
計
画
で
は
、
24
年
度
か
ら
「
震
災
・

原
発
事
故
被
害
者
へ
の
支
援
と
会
員
交
流
事

業
開
催
」
と
決
定
実
行
し
、
遠
く
避
難
先
か

ら
も
会
員
の
方
た
ち
に
は
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
。
で
も
、「
本
当
の
支
援
や
激
励
を
心

か
ら
行
う
の
で
あ
れ
ば
、
役
員
自
ら
避
難
し

て
い
る
地
域
先
に
行
っ
て
手
を
取
っ
て
励
ま

し
、
辛
か
っ
た
日
々
の
こ
と
を
聞
き
一
緒
に

涙
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
」
と
言
う

只
野
裕
一
会
長
の

発
案
の
元
、
厚
生

委
員
会
の
役
員
に

企
画
運
営
を
お
願

い
し
今
回
初
め
て

相
双
の
地
を
離
れ

て
親
睦
交
流
会
を

催
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

会
長
が
全
地
域
の

被
害
に
対
し
慰
め
激

励
を
し
、
開
催
地
の

代
表
が
避
難
時
の
様

子
や
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
対
す
る
要
望
等
を

語
り
、
懇
親
会
に
入
っ
た
。

　

福
島
35
名
・
い
わ
き
28
名
の
参
加
で
し
た
。

次
年
以
降
も
開
催

計
画
で
す
の
で
是

非
皆
さ
ん
も
ご
参

加
く
だ
さ
い
。　

　

経
費
の
面
に
お

い
て
は
、
大
同
生

命
保
険
・
Ａ
Ｉ
Ｕ

損
害
保
険
両
株
式

会
社
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
祝
辞
を
い

た
だ
い
た
両
保
険
会
社
よ
り
大
熊
町
と
双
葉

町
に
ビ
ッ
ク
ハ
ー
ト
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

る
東
日
本
大
震
災
の

復
興
支
援
と
し
て
寄

付
金
の
贈
呈
を
報
告

し
た
。（
次
号
で
詳
細

に
報
告
）

開会のことば
福　島　会　場：長谷川長喜（飯舘支部）
いわき　会　場：門馬　　弘（小高支部）
開催地代表あいさつ
福　島　会　場：原田　雄一（浪江支部）
いわき　会　場：坂本　邦仁（富岡支部）
乾　杯
福　島　会　場：渡邉　治利（大同生命）
いわき　会　場：太田　宏明（大熊支部）
ゲーム大会進行係

両会場とも：柳沼　俊成（厚生委員）
表彰式

両会場とも：
只野　裕一（会　　長）
坂本　邦仁（厚生委員長）
椎谷　節子（厚生委員）

閉会のことば
福　島　会　場：坂本　邦仁（富岡支部）
いわき　会　場：梨本　　正（大熊支部）
輪投げ大会優勝者
福　島　会　場：渡部　恭子（みどりのキャベツ）
いわき　会　場：中原　健児（三誠工業所）
輪投げ大会準優勝者
福　島　会　場：木幡　惠一（こはた印刷所）
いわき　会　場：添田　　彰（田中建設）
輪投げ大会ＢＢ賞
福　島　会　場：椎谷　節子（シイヤメッキ）
いわき　会　場：梨本　　正（都重機土木）



（3）平成 26 年 11 月１日 第　44　号法人会ニュース　そうそう
　

こ
の
度
、
相
馬
税
務
署
長
を
拝
命
し
ま
し

た
小
野
寺
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

着
任
に
当
た
り
、
公
益
社
団
法
人
相
双
法

人
会
の
皆
様
に
一
言
御
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。

　

相
双
法
人
会
並
び
に
会
員
の
皆
様
に
は
、

平
素
か
ら
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
つ
き

ま
し
て
深
い
御
理
解
と
多
大
な
御
協
力
を

賜
っ
て
お
り
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
法
人
会
の
会
員
の
皆
様
の
中
に
も

東
日
本
大
震
災
及
び
原
発
事
故
に
よ
る
被
害

の
た
め
未
だ
避
難
生
活
等
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
方
が
お
ら
れ
、
現
在
も
な
お
大
変
な

御
苦
労
、
御
心
痛
が
あ
り
ま
す
こ
と
を
お
察

し
し
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
国
税
当
局

で
は
、
震
災
特
例
法
等
へ
の
対
応
を
最
重
要

課
題
と
位
置
付
け
、
全
庁
的
な
支
援
体
制
を

構
築
し
、
局
署
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
私
は
、
前
職
の
仙
台
国

税
局
広
報
広
聴
室
長
時
に
、
報
道
対
応
を
通

じ
て
、
多
く
の
納
税
者
の
皆
様
に
申
告
相
談

対
応
や
納
税
緩
和
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、
周

知
・
広
報
す
る
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
の
度
は
、
被
災
地
を
管
轄
す
る
税

務
署
長
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
及
び
原
発

事
故
に
よ
る
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
の
申

告
・
納
付
相
談
へ
の
対
応
を
最
重
要
課
題
と

し
、
被
災
さ
れ
た
方
の
心
情
に
配
慮
し
た
親

切
丁
寧
な
対
応
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

相
双
法
人
会
は
「
税
知
識
の
普
及
、
納
税

意
識
の
高
揚
に
努
め
る
と
と
も
に
地
域
企
業

と
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
す
る
」

こ
と
を
目
的
に
掲
げ
、
他
の
地
域
の
法
人
会

と
は
異
な
る
環
境
の
中
、
バ
ス
で
の
移
動
租

税
教
室
を
は
じ
め
、
小
学
校
の
避
難
先
で
の

租
税
教
室
や
税
を
テ
ー
マ
と
し
た
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
日

本
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め
の
租
税
教
育
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
深
く
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
今
後
と
も
税
務
行
政
の
よ
き
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
よ
り
一
層
の
御
理
解
と
御

協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
相
双
法
人
会
の

益
々
の
御
発
展
並
び
に
会
員
の
皆
様
の
御
繁

栄
を
祈
念
し
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

着
任
の
ご
挨
拶

着
任
の
ご
挨
拶

相
馬
税
務
署
長

小
野
寺　

哲
良

相馬税務署幹部職員移動　　（平成26年７月10日発令）

　

福
島
県
と
相
双
管
内
市
町
村
は
、

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
推
進

し
て
い
く
た
め
、
対
象
と
な
る
事

業
主
の
皆
様
を
特
別
徴
収
義
務
者

と
し
て
、
平
成
27
年
度
ま
た
は
平

成
28
年
度
に
一
斉
に
指
定
す
る
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

※
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、

事
業
主
が
納
税
義
務
者
で
あ
る

従
業
員
に
代
わ
っ
て
、
毎
月
従

業
員
に
支
払
う
給
料
か
ら
個
人

住
民
税
を
引
き
落
と
し
、
市
町

村
に
納
入
す
る
制
度
で
す
。

個
人
住
民
税
に
お
け
る

特
別
徴
収
の
一
斉
指
定

部　門 官　職 氏　　名 前　任　署 氏　　名 発令事項

署　長 小野寺哲良 仙台国税局総務部
国税広報広聴室長 工藤　繁昭 仙台国税局徴収部

徴税課長

総務課 総務課長 石川　俊博 宮古税務署
総務課長 海野　義則 十和田税務署

総務課長

管理・運営
第二部門 統括徴収官 山口　　豊

相馬税務署
管理・運営第一部門
総括上席徴収官

星　　昌幸
一関税務署
管理・徴収部門
統括徴収官

個人課税
第一部門 統括調査官 岡崎　忠夫

相馬税務署
個人課税第二部門
統括調査官

黒田龍太郎
八戸税務署
個人課税第一部門
統括調査官

個人課税
第二部門 統括調査官 高橋　正博

山形税務署
審理専門官（個人課税事務担当）
審理専門官

岡崎　忠夫
相馬税務署
個人課税第二部門
統括調査官

法人課税
第二部門 統括調査官 齋藤　　徹

仙台国税局総務部
総務課
総務第一係長

遠野　洋一
仙台北税務署
特別調査官（源泉所得税）
特別調査官



平成 26 年 11 月１日（4）第　44　号 法人会ニュース　そうそう



（5）平成 26 年 11 月１日 第　44　号法人会ニュース　そうそう

社
会
貢
献
活
動

清
掃
活
動

　

震
災
後
荒
れ
て
い
る
臥
牛
城
跡

地
を
、
町
民
の
憩
い
の
場
に
復
活
し
よ
う
と

森
直
人
支
部
長
・
会
員
17
名
の
参
加
に
よ
り

清
掃
活
動
を
行
っ
た
。

　

相
馬
野
馬
追
祭
り
に
故
郷
に
戻

る
人
達
の
た
め
、
ま
た
地
元
の
お
祭
り
の
た

め
「
小
高
浮
舟
ふ
れ
あ
い
広
場
」
の
清
掃
を

志
賀
正
幸
支
部
長
は
じ
め
会
員
17
名
が
行
い

ま
し
た
。

4
26

新
地
支
部

小
高
支
部

７
26



平成 26 年 11 月１日（6）第　44　号 法人会ニュース　そうそう

富
岡
町
か
ら
い
わ
き
市
へ

富
岡
町
か
ら
い
わ
き
市
へ

株
式
会
社　

猪
狩
商
店

取
締
役
社
長　

猪
狩　

昭
彦

　

平
成
23
年
３
月
11
日
か
ら
数
え
て
、

千
百
三
十
九
日
め
に
な
る
今
年
４
月
23
日

に
、
富
岡
の
給
油
所
を
再
開
で
き
ま
し
た
。

　

富
岡
の
給
油
所
を
再
開
す
る
か
し
な
い
か

は
、
大
き
な
問
題
で
し
た
が
、
地
元
の
方
々

や
お
つ
き
あ
い
の
あ
っ
た
企
業
の
方
か
ら
、

「
い
つ
頃
開
け
る
の
？
」
と
の
問
い
合
わ
せ

に
後
押
し
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
県
の
石
油

組
合
や
仕
入
先
の
支
援
が
あ
っ
て
私
達
も
決

断
で
き
た
次
第
で
す
。

　

震
災
後
は
、
富
岡
町
か
ら
川
内
村
、
郡
山

　

今
年
で
４
回
目
を
迎
え
た
「
や

る
し
か
ね
え
べ
祭
り
」
に
ブ
ー
ス

を
い
た
だ
き
参
加
し
た
。
い
ち
ご

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
エ
コ
対
策
に
う
ち
わ

を
大
人
た
ち
に
。
税
の
啓
発
活
動
と
し
て
風

船
や
ア
ニ
メ
本
を
子
供
た
ち
に
配
布
し
た
。

市
と
親
戚
を
頼
っ
て
避
難
し
ま
し
た
。
先
々

の
こ
と
を
考
え
る
余
裕
も
な
く
、
当
時
の
従

業
員
の
皆
さ
ん
を
解
雇
す
る
決
断
を
し
て
、

富
岡
の
給
油
所
を
閉
め
ま
し
た
。
一
方
、
原

町
の
南
給
油
所
は
一
旦
は
避
難
区
域
に
な
っ

た
も
の
の
そ
の
後
解
除
区
域
と
な
り
、
元
の

従
業
員
の
幾
人
か
に
戻
っ
て
も
ら
い
、
こ
の

三
年
間
、
営
業
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
震
災
や
発
電
所
の
事
故
の
影
響
で
、
ガ

ソ
リ
ン
や
軽
油
が
思
う
よ
う
な
量
で
届
か
な

く
な
り
、
店
頭
に
長
い
行
列
が
出
来
て
、
本

当
に
驚
き
ま
し
た
。
災
害
に
備
え
る
こ
と
の

大
切
さ
を
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
、

条
件
の
整
わ
な
い
中
、
仕
事
に
励
ん
で
も

ら
っ
て
い
る
従
業
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
申
し

訳
な
く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
は
、
い
わ
き
市
に
家
を
お
借
り
し
て

富
岡
給
油
所
と
原
町
南
給
油
所
に
通
勤
し
て

お
り
ま
す
。
震
災
前
は
通
勤
は
歩
い
て
五
分

と
い
う
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
い
わ
き
〜
富
岡

と
な
る
と
や
は
り
遠
く
感
じ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
富
岡
で
仕
事
が
で
き
て
ホ
ッ
と
す
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ　

避
難
先
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

編

集

後

記

編

集

後

記

　

９
月
15
日
に
は
国
道
６
号
線
の
立
ち
入
り

禁
止
区
域
の
往
来
が
可
能
に
な
り
、
来
る
12

月
６
日
に
は
常
磐
道
が
浪
江
IC
か
ら
山
元
IC

ま
で
開
通
し
来
年
の
GW
前
ま
で
に
浪
江
IC
と

常
磐
富
岡
IC
が
開
通
。
仙
台
方
面
も
東
京
方

面
も
直
結
し
ま
す
。
相
双
地
域
の
復
興
の
大

き
な
推
進
力
に
な
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

は
こ
の
地
域
に
住
む
人
た
ち
を
大
い
に
元
気

づ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

一
方
、
比
類
な
き
求
人
難
や
収
ま
る
事
の

な
い
風
評
と
、
そ
れ
に
相
反
す
る
風
化
被
害
、

そ
の
他
、
テ
レ
ビ
新
聞
が
伝
え
な
い
問
題
が

山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
時
こ
そ
法
人
会

の
力
を
発
揮
し
て
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
作
り

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。（

Ｍ
）

新
地
支
部
の
夏
祭
り
参
加

新
地
支
部
の
夏
祭
り
参
加

８
２

　

震
災
後
、
沢
山
の
方
々
に
助
け
て
い
た
だ

い
て
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
今
後

も
で
き
る
こ
と
を
努
力
し
な
が
ら
、
誰
か
の

役
に
立
て
る
企
業
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に

な
る
企
業
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。


